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小
川

圭
三
さ
ん

息
子
は
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

部
に
所
属
し
、
日
々
頑
張
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
就
職
活

動
を
控
え
た
大
事
な
時
期
な

の
で
、
大
学
の
様
子
を
知
り

た
く
て
初
め
て
参
加
し
ま
し

た
。
学
生
の
就
職
体
験
談
な

ど
も
あ
り
、
活
動
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
や
今
年

度
の
採
用
状

況
な
ど
、
具

体
的
な
話
を

聞
く
こ
と
が

で
き
、
１
年
次
か
ら
参
加
し

て
お
け
ば
良
か
っ
た
と
思
い

ま
し
た
。
こ
の
会
を
通
じ
、

大
学
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
よ
り
理
解
が

深
ま
り
ま
し
た
。

（
法
３
・
男
子
）

０９
年
度
の「
第
５１
回
育
友
会
支
部
懇
談
会
」が
今
夏
、

全
国
６７
支
部
６４
会
場
で
開
催
さ
れ
た
。
菅
沼
堅
吾
会
長

が
長
野（
長
野
）、
東
京（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
合
同
）、
愛
知（
名

古
屋
）
、
静
岡
（
静
岡
）
、
神
奈
川
（
東
・
西
合
同
）
、
鹿

児
島
、宮
崎
の
７
会
場
に
、日
髙
義
博
理
事
長
・
学
長
が

富
山
会
場
で
講
演
し
た
ほ
か
、
教
職
員
約
３
４
０
人
が

各
会
場
で
講
演
や
面
談
を
行
っ
た
。
４
年
次
生
の
就
職

体
験
談
も
披
露
さ
れ
た
。
帯
広
、
松
本
、
札
幌
、
高
知
、

那
覇
、
沼
津
、
長
岡
、
岐
阜
、
博
多
の
９
会
場
で
は
懇

談
会
終
了
後
、
在
学
生
の
ご
父
母
と
大
学
ス
タ
ッ
フ
が

受
験
生
と
ご
父
母
の
た
め
の
進
学
相
談
会
を
行
っ
た
。

高
野

雅
夫
さ
ん

支
部
の
方
に
誘
わ
れ
て
２

年
次
か
ら
出
席
し
て
い
ま

す
。
初
め
て

参
加
し
た
時

は
、
修
学
状
況
通
知
書
の
見

方
も
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
個
人
面
談
で
熱

心
に
対
応
し
て
い
た
だ
い
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
毎

年
２
人
の
学
生
に
よ
る
就
職

体
験
談
が
あ
り
、
「
親
へ
の

要
望
」
は
大
変
参
考
に
な
り

ま
し
た
。
学
生
、
教
員
、
父

母
同
士
の
会
話
の
中
か
ら
、

ヒ
ン
ト
に
な
る
よ
う
な
話
が

多
く
、
有
意
義
な
会
で
し

た
。

（
法
４
・
女
子
）

俊

介

真
由
美

息
子
が
親
元
か
ら
離
れ
て

お
り
、
分
か
ら
な
い
こ
と
も

多
い
の
で
、
１
年
次
か
ら
参

加
し
て
い
ま
す
。
大
学
の
方

針
な
ど
を
聞
き
、
個
人
面
談

で
先
生
方
と
直
接
お
話
し
す

る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機

会
だ
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

出
席
し
た
こ
と
で
、
安
心
感

が
増
し
、
胸
の
つ
か
え
が
取

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昼
食
時

な
ど
に
父
母
同
士
で
情
報
交

換
し
、
と
て
も
有
意
義
で
し

た
。

（
経
営
２
・
男
子
）

真
鍋

千
鶴
子
さ
ん

１
年
次
に
参
加
し
て
以

来
、
２
回
目
の
出
席
で
す
。

就
職
活
動
に
関
す
る
こ
と
に

興
味
が
あ
り
ま
し
た
が
、
先

生
方
の
話
を
伺
い
、
大
学
の

ケ
ア
が
厚
い
と
感
じ
ま
し

た
。
就
職
課
を
活
用
す
る
よ

う
、
子
供
に

伝
え
た
い
で

す
。多

摩
支
部

は
自
宅
通
学

者
が
多
く
、

親
御
さ
ん
も

安
心
し
て
お

ら
れ
る
と
思

い
ま
す
が
、

親
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場

と
し
て
も
、

参
加
し
て
損

の
な
い
会
だ

と
思
い
ま
す
。

（
文
３
・
女
子
）

正
行

一
美

理
事
長
・
学
長
の
講
演
を

お
聞
き
し
、
学
生
に
対
す
る

思
い
が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら

れ
、
そ
の
学
舎
で
勉
強
で
き

る
学
生
は
と
て
も
幸
せ
だ
と

思
い
ま
し
た
。
個
人
面
談
で

は
、
単
位
の
こ
と
な
ど
を
説

明
し
て
い
た
だ
き
、
理
解
で

き
ま
し
た
。

息
子
は
２
年
次
ま
で
相
模

原
の
学
生
会
館
に
い
ま
し
た

が
、
今
年
か
ら
登
戸
に
部
屋

を
借
り
て
徒
歩
で
通
学
し
て

い
ま
す
。
就
職
は
マ
ス
コ
ミ

関
係
を
目
指
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
親
は
Ｕ
タ
ー
ン
を
望

ん
で
い
ま
す
が
、
本
人
の
希

望
に
ま
か
せ
る
つ
も
り
で

す
。

（
経
済
３
・
男
子
）

哲

也

三
恵
子

息
子
と
一
緒
に
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
に
行
き
、
学
生
生
活

を
送
る
の
に
理
想
の
環
境
で

し
た
の
で
、
専
大
を
薦
め
ま

し
た
。
宿
河
原
の
学
生
向
け

マ
ン
シ
ョ
ン
で
生
活
し
、
自

転
車
で
通
学
し
て
い
ま
す
。

懇
談
会
に
は
昨
年
初
め
て

参
加
し
、
と
て
も
雰
囲
気
が

良
く
、
楽
し
ま
せ
て
も
ら
え

る
会
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

今
日
は
入
学
式
で
し
か
お
目

に
か
か
れ
な
い
理
事
長
・
学

長
の
熱
い
講
演
に
心
を
揺
さ

ぶ
ら
れ
ま
し
た
。
本
当
に
専

大
に
学
ば
せ
て
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

（
経
済
２
・
男
子
）

草
桶

美
裕
紀
さ
ん

今
年
は
主
に
Ｕ
タ
ー
ン
就

職
に
つ
い
て
相
談
に
伺
い
ま

し
た
。
自
営
業
で
す
が
、
息

子
に
は
就
職
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
専
大

は
就
職
に
強
く
、
面
倒
見
が

良
い
と
の
こ
と
で
す
の
で
、

頼
も
し
い
で
す
。

今
日
は
と
て
も
充
実
し
た

楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し

た
。
こ
の
懇
談
会
を
通
じ
て

子
供
の
母
校
と
の
つ
な
が
り

が
で
き
、ま
た
、親
同
士
の
仲

間
意
識
が
高
ま
っ
た
こ
と
な

ど
、
大
変
有
意
義
な
会
だ
と

思
い
ま
し
た
。
息
子
は
自
転

車
の
サ
ー
ク
ル
で
週
２
回
ほ

ど
生
田
に
行
っ
て
活
動
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

（
法
３
・
男
子
）

山
田

治
さ
ん

清
水
真
志
先
生
の
ミ
ニ
講

演
を
拝
聴
し
、
学

生
時
代
に
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
し
た
よ

う
で
し
た
。
娘
と

２
年
次
の
春
休
み

に
就
職
の
話
を

し
、
今
日
は
就
職

の
こ
と
を
お
聞
き

し
た
く
て
参
り
ま

し
た
。
就
職
課
の

方
の
お
話
で
、
専

修
大
学
が
学
生
の

就
職
支
援
に
、
親

身
に
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
る
様
子

が
分
か
り
ま
し
た
。

こ
の
懇
談
会
は
、
同
郷
、

同
大
学
の
親
の
集
ま
り
で
す

か
ら
、
お
互
い
情
報
交
換
が

で
き
て
今
後
の
支
え
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
校
友
会
の
お

話
も
聞
き
、
今
後
は
校
友
会

と
の
連
携
も
大
切
だ
と
思
い

ま
し
た
。（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情

報
３
・
女
子
）

育
友
会
で
は
第
１０
回
（
平
成
２１
年
度
）
「
育
友
会

奨
励
賞
」
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

学
業
、
ス
ポ
ー
ツ
、
社
会
貢
献
な
ど
の
各
分
野
で

の
行
動
や
成
果
を
対
象
に
、
表
彰
状
と
副
賞
賞
金
を

贈
呈
し
ま
す
。
応
募
期
間
は
１０
月
１
日
（
木
）
か
ら

２１
日
（
水
）
ま
で
。
詳
細
は
育
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

さ
ん

西
田

さ
ん

澤
田

▲ あいさつする

菅沼会長（長

野支部で）

さ
ん

神
津

▲ 熱心にメモを取る参加者（長野支部）

▲ 個人面談では各教員が親身に応対

（富山支部）

▲ グループ面談で意見を交わす１

年次生の父母（富山支部）

▲ 参加者全員で、自己紹介をしながら有

意義な意見交換を行った（福井支部）

▶

「
自
分
と
の
闘
い
で
し
た
」
と
就
職

体
験
談
を
話
す
丸
茂
真
帆
さ
ん
（
文

∥
長
野
支
部
）

▲ 「専修大学創立１３０年の歴史から読み取るべき大学の使

命」と題して講演した日髙理事長・学長（富山支部で）

▲ グループ面談では留学や就職に関する質

問が寄せられた（多摩支部）

▲ 個人面談で父母と応対する清水

真志経済学部教授（福井支部）

▲ 就職体験談を披露する

横尾紘一さん（商）

▶

三
浦
麻
衣
さ
ん
（
法
）は
就
職
説
明
会

や
面
接
の
様
子
を
例
を
挙
げ
て
紹
介

（４）２００９年（平成２１年）９月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第４６８号


